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伊勢市の取組み 
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• 国によるオープンデータ関連戦略 

 平成24年７月 電子行政オープンデータ戦略 

 平成25年６月 世界最先端ＩＴ国家創造宣言(閣議決定) 

 

 平成28年12月 官民データ活用推進基本法が施行 
 

• 伊勢市にとって有益なことだから取り組む 

 自治体データは公共の資産なので市民に役立てたい。 

 庁内でデータを横断利用したい。 

 工夫で、業務量の削減につなげたい。 

 データ利用で地域の課題を解決したい。 
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 「伊勢市オープンデータ推進に関する指針」 

 に基づき推進 

 〇意義・目的 

  ①行政の透明性・信頼性の向上 

  ②市民と行政の協働促進・公共サービスの向上 

  ③地域経済の活性化 

 

 「伊勢市オープンデータ利用規約」 

 に利用ルールを定める 

 規約の適用範囲、著作権、第三者の権利、伊勢市の免責事項 

 クレジット表記 などについての規約 
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平成28年度 

Ｈ28.12.12  伊勢市オープンデータ推進にかかる指針、 

                  伊勢市オープンデータ利用規約  策定 

Ｈ29. 3.28     伊勢市オープンデータライブラリ  公開 

        データ件数16項目 266件（3月末） 

平成29年度 

     ・宇治山田商業高校への取組支援 

     ・活用推進のため職員研修の実施 

     ・活用事例 

      民間事業者によるアプリへの利用２件 

      データ件数20項目 377件（3月末） 

平成30年度 

     ・アーバンデータチャレンジ三重のイベントに共催として参加 

     ・宇治山田商業高校への取組支援 

     ・活用事例 

      宇治山田商業高校等によるアプリ作成等４件  

      データ件数27項目 516件（3月末） 

 

 



伊勢市オープンデータライブラリとは 
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伊勢市オープンデータライブラリ 5 

平成２９年３月２８日公開 

この他、掲載データのカテゴリ、利活用事例などで構成 



伊勢市オープンデータライブラリのデータカタログ 6 



観光振興課の観光フリーWi-Fi の紹介ページ 
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伊勢市は、所管課のホームページを利用する形で 
公開しています。 
 
オープンデータであることを示す 
を明示して、データ公開しています。 
 
 利用者はデータをクリックし、ダウンロードして利 
用します。 



伊勢市の掲載データの例 
• 観光フリーWi-Fi、観光案内・手荷物預かり 

• 観光客実態調査 

• おかげバス等の時刻表、停留所 

• 指定文化財一覧、伊勢まるごと博物館マップ 

• 災害時指定避難所、各種避難所 

• 消防年報、消防水利（消火栓・防火水槽） 

• ＡＥＤ設置場所 

• ごみカレンダー、ごみ分別一覧 

• 人口・世帯数、統計データベース 

• 広報いせ 

• 花火大会写真、スポーツ施設・文化施設写真、風景写真                    

掲載データの増加に取り組んでいます。 
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データ数 28項目 524件 



伊勢市オープンデータライブラリの特徴 

位置情報を利活用しやすいＫＭＬデータでも公開 

 ＫＭＬデータとは、位置情報含んだXML形式のデータで、
GoogleMapや国土地理院ホームページの地理院地図でも使用
しやすいデータです。 

 パソコンからGoogleMapに取り込めば、スマートフォンで
も利用できます。 

 

位置情報を 

より伝えやすく、 

より利用しやすくする 

手段とするため。 
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ＫＭＬデータの利用方法の掲載 
• 伊勢市オープンデータライブラリに「ＫＭＬファイルの利
用法」を掲載しています。 

例）国土地理院地図で利用する場合 

 ダウンロードしたＫＭＬデータを国土地理院ホームページの地理院地
図に「ドラッグ＆ドロップ」で取り込みます。 
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出典：国土地理院 地理院地図 https://maps.gsi.go.jp/ 

ExcelからKMLへの変換は 

簡単にできます。 



伊勢市オープンデータライブラリの特徴 

•公共施設や花火大会などの写真データの公開 
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著作権・被写体の権利関係が、明確なものを公開しています。 
問い合わせの多い写真をオープンデータとして公開することで事務軽減になります。 
例えば、利用者がイベント等のチラシ作成でデータを利用するができます。 



伊勢市オープンデータの利活用事例 
• 災害時指定避難所データを利用 

 伊勢市避難所アプリ(森ソフト様) 
  

 Android端末のみ 

 避難所へのルートナビ 

 避難所の詳細情報の表示 

• 消火栓・防火水槽のデータを利用 
消防水利アプリ「全国水利台帳」 

         （placeOn様） 
 火災現場から近い水利をルートナビ 

 応援機関が迅速に活動できる 

           Android･iOS端末 
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消防団・自主防
災組織が活用 

 

実は消防職員
の業務改善に
も役立つ！ 

伊勢市オープンデータライブラリの 

利活用事例での紹介しています。 



宇治山田商業高校でのオープンデータ利活用事例 

• 宇治山田商業高校情報処理科２年生、３年生が1年間授業で学習 

• 伊勢市長に対し、利活用プランを提案 
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ごみカレンダーのウェブアプリ 
5374.jpを作成 
いつ、どんなゴミを出せば良いか。 

バスで1日楽しめる 

観光コースを作成し、 

GoogleMapで紹介 

花火大会写真を活用した 

イベント情報を 

GoogleMapで紹介 

観光客実態調査
を分析 

5374(ｺﾞﾐﾅｼ) Code for Kanazawa 

のオープンソースを利用 



名古屋工学院専門学校が協力し、 
宇治山田商業高校情報処理科がアプリ作成 

避難所アプリ「安心みえた」 
 最寄りの避難所の情報や避難の方向を
ナビゲーションして誘導するアプリ 

14 

「5374クイズ」 
 小学生を対象としたごみ分別の 

クイズアプリ 

   アーバンデータチャレンジへ応募 
 ⇒ 三重拠点が新人賞をいただいたことに貢献  



宇治山田商業高校の取組について 

～オープンデータの活用をきっかけとして～ 

• オープンデータだけでなく、自分たちで地域の情報を収集し、 

 伊勢市のために「どんな情報が必要か」 

        「どんな情報が役に立つか」         

        「どうやって情報を発信すると効果的か」 

                  提案してくれました。 

• 伊勢市のこと、市政のことに興味を持ってくれました。 
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伊勢市の将来を担う人材育成に 
行政との協働促進につながりました。 
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○データ拡充に向けて 

• 他市さんを参考に、現在ホームページに公開されていないも
のでもオープンデータ化できるものはないか。 

• 少しの作業をして、ＰＤＦからExcelにする、位置情報を追
加する、などで利用価値が向上する。 

 

○データの利活用推進 

• 公開しても、データだけでは広く使われない。サイトやアプ
リで使ってもらってこそ意味あるもの。 

 ⇒ 働きかけが重要 

    ⇒ 行政との協働促進につながる 

 

今後の課題 


